
沖縄県 うるま市

皆さんにとって、
　健康で安心して過ごせる
年でありますよう
お祈り申し上げます

全国各地の初日の出

賀
正

山口県
宇部市

岩手県
大船渡市

沖縄県
うるま市

鹿児島県
鹿児島市
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新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

組
合
員
・
ご
家
族
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
つ
つ
が
な
く
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
よ
り
中
建
国
保
の
運
営

に
多
大
な
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
、
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
よ
り
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
お
い
て
は
、マ
ス
ク
の
着
用
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
の
確
保
、
定
期
的
な
換
気
な
ど
の「
新
し

い
生
活
様
式
」に
よ
り
、皆
様
の
仕
事
や
暮
ら
し
が

大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
中
建
国
保

で
も
理
事
会
等
の
機
関
会
議
を
書
面
に
よ
る
会
議

や
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
を
併
用
し
て
行
う
な
ど
極
力

対
面
を
避
け
た
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ

り
所
得
が
減
少
し
た
方
へ
保
険
料
を
減
免
し
、
ま

た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
特
化
し
た

傷
病
手
当
金
の
支
給
を
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ

と
も
含
め
、
中
建
国
保
で
は
国
庫
補
助
金
の
現
行

水
準
を
し
っ
か
り
と
確
保
し
て
財
政
基
盤
を
維
持

す
る
こ
と
で
、
新
し
い
一
年
も
皆
様
の
安
心
に
つ

な
が
る
健
全
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

自
然
災
害
な
ど
の

様
々
な
困
難
に
立
ち
向
か
っ
て

今
年
３
月
か
ら
は
医
療
機
関
等
の
窓
口
で
の

「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
」が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
皆
様
に
は
国
か
ら
出
さ
れ
る
情
報
を
す

み
や
か
に
お
知
ら
せ
し
、シ
ス
テ
ム
運
用
に
か
か
る

事
務
手
続
き
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
個
人
情
報
の

取
扱
い
に
細
心
の
注
意
を
払
い
、
皆
様
が
安
心
し

て
制
度
を
活
用
で
き
る
よ
う
備
え
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
う
し
た
新
制
度
へ
の
対
応
以
外
に
も
、
高
齢

者
の
窓
口
負
担
を
含
む
医
療
保
険
制
度
の
給
付
と

負
担
の
見
直
し
な
ど
、
社
会
保
障
政
策
の
動
き
を

注
視
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

毎
年
増
え
続
け
る
医
療
費
の
負
担
は
、
中
建
国

保
の
財
政
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
そ
の
た

め
、
冒
頭
で
述
べ
た
国
庫
補
助
金
の
現
行
水
準
の

確
保
が
重
要
な
課
題
と
な
り
ま
す
の
で
、
母
体
組

合
で
取
り
組
ん
で
い
る
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
や
地
元

国
会
議
員
へ
の
要
請
行
動
等
、
皆
様
に
は
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、今
年
は
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
に
な
り

ま
す
が
、東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
の
問
題
は
い
ま
だ

に
解
決
の
目
処
が
た
っ
て
お
ら
ず
、今
も
な
お
故
郷
に

帰
る
こ
と
が
で
き
な
い
仲
間
が
い
ま
す
。加
え
て
、「
令

和
２
年
７
月
豪
雨
」に
よ
る
記
録
的
な
大
雨
な
ど
、近

年
は
毎
年
の
よ
う
に
甚
大
な
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ

て
お
り
、中
建
国
保
の
多
く
の
仲
間
も
被
害
に
遭
わ

れ
ま
し
た
。し
か
し
私
は
、全
国
の
仲
間
が
困
難
の
な

か
助
け
合
い
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
て
立
ち
上
が
り
、

励
ま
し
合
い
、復
興
に
向
け
て
額
に
汗
を
か
く
姿
に

深
く
感
銘
を
受
け
て
き
ま
し
た
。ご
奮
闘
さ
れ
て
い
る

皆
様
に
敬
意
を
表
し
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、全
国
の
仲
間
の
支
援
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

中
建
国
保
で
は
、
様
々
な
困
難
に
立
ち
向
か
う

仲
間
の
た
め
に
、
保
険
料
の
減
免
な
ど
の
経
済
的

な
支
援
に
加
え
て
、
今
後
も
皆
様
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
１
人
１
人
に
寄
り
添
っ
た
国
民
健
康

保
険
事
業
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

む
す
び

私
た
ち
の
諸
先
輩
方
は
50
年
前
に
中
建
国
保
を

設
立
し
、『
自
分
た
ち
の
保
険
証
』の
交
付
実
現
を
成

し
遂
げ
ま
し
た
。数
年
前
、あ
る
先
輩
が「
今
年
も
仲

間
に
保
険
証
を
渡
せ
る
」と
仰
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

当
時
の
私
は〝
保
険
証
の
交
付
は
当
た
り
前
の
こ
と
〟

だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、今
は
そ
の
言
葉
の

重
さ
を
非
常
に
感
じ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
社
会

情
勢
に
お
い
て
皆
様
に『
毎
年
、
保
険
証
を
交
付
で

き
る
』と
い
う
当
た
り
前
に
思
え
る
こ
と
を
実
行
で

き
る
こ
と
が
、と
て
も
重
要
な
の
だ
と
改
め
て
実
感

し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
全
国
組
織
の
建
設
国
保

組
合
と
し
て
仲
間
と
の
連
携
を
大
切
に
し
、皆
様
に

と
っ
て
の『
命
の
綱　

中
建
国
保
』で
あ
る
こ
と
を
忘

れ
ず
に
安
定
し
た
運
営
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
、
組
合
員
・
ご
家
族
の
皆
様
方
の
益
々

の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
て
、
新

年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年
頭
に

　
よ
せ
て

不
安
定
な
情
勢
の
中
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

　
　
　

皆
様
に
寄
り
添
っ
た
組
合
を
目
指
し
て

村
む ら

上
か み

 雄
ゆ う

一
い ち

理事長　
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「
被
保
険
者
証
交
換
会
」

の
ご
案
内
に
つ
い
て

中
建
国
保
で
は
、
保
険
証（
被
保
険

者
証
）の
更
新
事
務
を
円
滑
に
行
う
た

め
、
３
月
を
中
心
に「
被
保
険
者
証
交

換
会
」（
以
下
、
交
換
会
）を
全
国
で
開

催
し
て
い
ま
す
が
、
令
和
２
年
度
交
換

会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
交
換
会
開
催
の
状
況
が
例

年
と
は
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
交

換
会
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
所
属
さ
れ

て
い
る
支
部
・
出
張
所
か
ら
詳
細
を
ご

案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

保
険
証
に
は
有
効
期
限
が
あ
り
、
期

限
を
過
ぎ
た
古
い
保
険
証
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
。
古
い
保
険
証
と
交
換
で
新
し

い
保
険
証
の
交
付
を
必
ず
受
け
て
く
だ

さ
い
。

医
療
費
の
お
知
ら
せ
を�

１
月
下
旬
に�

お
届
け
し
ま
す
！

中
建
国
保
で
は
年
に
１
回
、「
医
療
費

の
お
知
ら
せ
」を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

今
回
お
知
ら
せ
す
る
の
は
、
令
和
元
年

11
月
〜
令
和
２
年
10
月
の
間
に
お
医
者

さ
ん
に
か
か
っ
た
世
帯
全
員
分
の
医
療

費
に
つ
い
て
で
す
。

お
医
者
さ
ん
に
か
か
ら
れ
た
と
き
に

は
、
費
用
の
一
部
を
窓
口
で
お
支
払
い

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
残
り
は
中
建

国
保
が
負
担
し
て
い
ま
す
。
ご
自
身
の

医
療
費
の
総
額
を
知
る
こ
と
で
、
健
康

に
対
す
る
認
識
や
医
療
に
対
す
る
理
解

を
深
め
、
健
康
的
な
生
活
を
送
る
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

健
診
結
果
の
提
供
に�

ご
協
力
を�

お
願
い
し
ま
す
！

中
建
国
保
で
は
、
労
働
安
全
衛
生
法

に
定
め
ら
れ
た
職
場
健
診（
中
建
国
保

に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
が
就
労
先
で

受
診
し
た
健
診
な
ど
）を
受
け
た
、費
用

負
担
を
伴
わ
な
い
健
診
結
果
の
提
供
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

ご
提
供
い
た
だ
い
た
健
診
結
果
は
、中

建
国
保
で
デ
ー
タ
管
理
を
行
い
、
皆
さ

ん
の
健
康
の
保
持
増
進
に
つ
な
が
る
保

健
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

提
出
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
所
属
の

支
部
・
出
張
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

保
養
施
設
の
追
加
な
ど

［ 

新
し
く
保
養
施
設
と
な
っ
た
宿 

］

・	

山
の
神
温
泉 

別
墅 

清
流
館

岩
手
県
花
巻
市
下
シ
沢
字
中
野
53

－１

０
１
９
８

－

２
９

－

４
１
２
６

［ 

補
助
対
象
か
ら
外
れ
る
宿 

］

・	

く
ら
し
き
山
陽
ハ
イ
ツ

（
岡
山
県
倉
敷
市
）

令
和
２
年
12
月
31
日
ま
で

健診講座！看護師の卵
ののりみ
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患者
a．保険証

または
b．�マイナンバー 
カード

病院・薬局
a．保険証
▶�記号番号等を 
入力

b．�マイナンバー 
カード

※�顔認証または暗証番号 
による本人確認が必要 
となります。

オンライン 
資格確認等 
システム

中建国保

中
建
国
保
で
は
令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
の
実
情
を
踏
ま

え
、一
部
負
担
金
等
の
支
払
い
免
除
措
置
を
令
和
３
年
３
月
末
日
ま
で
延
長
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

※�

一
部
負
担
金
と
は
、病
院
等
を
受
診
し
た
際
に
、治
療
に
要
し
た
費
用
の
う
ち
、

皆
さ
ん
が
窓
口
で
支
払
う
金
額
の
こ
と
で
す
。

１
．�令
和
２
年
12
月
末
日
ま
で
の
取
扱
い

病
院
等
の
窓
口
で
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
申
し
出
る
こ
と
で
、一
部
負

担
金
等
の
支
払
い
が
免
除
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、免
除
の
対
象
と
な
る
方
で
あ
り
な
が
ら
、一
部
負
担
金
等
を
支
払
っ
た

場
合
に
は
、申
請
に
よ
り
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２
．�令
和
３
年
１
月
以
降
の
取
扱
い

一
部
負
担
金
等
の
支
払
い
免
除
を
受
け
る
に
は
、被
保
険
者
証
お
よ
び
中
建
国

保
が
交
付
す
る
一
部
負
担
金
等
の
免
除
証
明
書
を
病
院
等
の
窓
口
に
提
示
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、免
除
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
の

一
部
負
担
金
等
の
支
払
い
免
除
措
置
を
延
長
し
ま
す

一
部
負
担
金
等
の
支
払
い
が
免
除
と
な
る
方

左
記
の
２
つ
の
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方
が
対
象
で
す
。

（
１
）令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
、次
の
い
ず
れ
か
の
申
し
立
て
を
し
た

者
で
あ
る
こ
と
。

❶
住
家
の
全
半
壊
、全
半
焼
、床
上
浸
水
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
被
災
を
し
た
旨

❷
主
た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
し
、又
は
重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た
旨

❸
主
た
る
生
計
維
持
者
の
行
方
が
不
明
で
あ
る
旨

❹
主
た
る
生
計
維
持
者
が
業
務
を
廃
止
し
、又
は
休
止
し
た
旨

❺
主
た
る
生
計
維
持
者
が
失
職
し
、現
在
収
入
が
な
い
旨

（
２
）令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
係
る
災
害
救
助
法
の
適
用
市
町

村
に
住
所
を
有
す
る
中
建
国
保
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
。

令和３年３月から、保険証の記号番号等による
病院・薬局でのオンライン資格確認がはじまります！

オンライン資格確認とは？
病院などで診察を受ける際に、窓口で中建国保の保険証（または

マイナンバーカード）を提示します。病院・薬局はオンラインで患者
の最新の資格情報を取得し、加入している健康保険や窓口での負担
割合などが即時に確認できます。これにより、患者や中建国保に正
確な請求を行うことが可能となったり、窓口での手続きの一部軽減
につながります。

オンライン 
資格確認に伴う
保険証の変更点

これまで使用してきた世帯
単位の記号・番号に個人を識
別するための２桁の「枝番」
が追加されます。「枝番」は
一人ずつ別の番号が付番さ
れます。保険証が交付された
ら、記載内容のご確認をお願
いいたします。

オンライン資格確認については、
現状では不透明な点が多いため、
今後、国保だよりやホームページ
等でご案内していきます。

イメージ

❶ 提示
❷� �患者の 
資格情報 
を取得

被保険者の
資格情報を提供

詳
し
く
は
所
属
の
支
部
・
出
張
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保険証見本

令和３年
４月以降
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DD

GG

FF

HH

CC

AA

BB

EE

11 22 33 44 55 66 77 88 99

1010 1111 1212 1313 1414

1515 1616 1717 1818 1919

2020 2121 2222

2323 2424 2525

2626 2727 2828 2929

3030 3131 3232

3333 3434 3535 3636

3737 3838 3939 4040 4141

4242 4343 4444 4545 4646

4747 4848 4949 5050

5151 5252

「
ヨ
コ
の
カ
ギ
」「
タ
テ
の
カ
ギ
」を
解
い
て
、A
〜
H
の
文
字
を

順
に
つ
な
ぐ
と
、ひ
と
つ
の
言
葉
が
で
き
ま
す
。そ
れ
が
答
え
で
す
。

帰
省
を
し
た
り
初
詣
で
に
行
っ
た
り
、こ
た
つ
で
ゴ
ロ
寝
を
し
た
り
…
。

素
敵
な
年
末
年
始
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

ちゅうけん

パズルクロスワード

問題ヒント

ヨコのカギ

タ
テ
の
カ
ギ

特大

大晦日の晩に年越し○○を食べました。
2021年の運勢をチェック。
○○・トニックはカクテルの一種。
ことわざ「あつものに懲りて○○○を吹く」。
おせち料理の○○きんとん。
日曜日を英語で言うと？
初○○に見たい、一富士二鷹三茄子。
タイムイズ○○○=時は金なり。
おみくじの○○吉は、のちに吉となる運のこと。
暗くなると道を照らします。

きな粉は大豆の○○○食品の一つ。
○○○○気温が０℃未満の冬日。
「忘年会」とも言います。
寒くて腕に○○○○が立ちました。
打率が３割３分３○○のバッター。
英語で雨はレイン、では雪は？
熱燗を飲んでほろ○○気分。
唇に○○○クリームをぬりぬり。
カレーやシチュー作りで割り入れるもの。
平穏○○な暮らしが一番です。

10円玉に描かれている、京都の○○○○○�
院鳳凰堂。
千客万来の縁起物だニャン。
子門真人さんの『およげ！○○○○くん』。
石油ストーブの上でシュンシュン。
タフ○○とは、そうそうへこたれない男性のこと。
印鑑を押すときに使う赤いもの。
○○○を迎えた男女を祝う「成人の日」。
スコットランドの○○○○が原曲の『蛍の光』。
社会事業などに無償で参加すること。
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18
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34
35
36
37
40
41
43
46
49
50

新年を気持ちよく迎えるために頑張りました。
１月７日に食べる行事食といえば？
字の○○○○を考えながら書き初め。
冬の海で○○○スポーツを楽しむ人も。
ラーメンをすするとき、くもってしまいます。
七福神の中で唯一、日本の神様です。
根も葉もないウワサ話です。
東を表すアルファベット。
雪道を走るときにチェーンを巻きます。
１月の誕生石で、「ざくろ石」とも言います。

無限の○○○○○を秘めた子供たち。
2021年の干支。
○○○過ぎとは、午前０時から２時頃までのこと。
寒さが○○○にこたえます。
ぴゅうっと吹くと寒い○○風。
犬も歩けば当たる？
レジ横で、おでんや肉まんを販売している店舗も。
お餅を入れた○○○うどん。
通販○○○でネットショッピング。
冬が旬の○○○○は大根やカブなど。

1
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38
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42
44
45
47
48
50
51

52

冬の空に青白く輝く、大犬座の首星。
ことわざ「○○○○に花」。
手塚治虫さんの『○○○○アトム』。
焼いたお餅に醤油をつけ、○○を巻いてパクリ。
薪ストーブに残る燃えカス。
初売りセールで、冬物の○○○がプライスダウン。
オシャレで暖かい長靴。
フェーク○○○とは、アクリルなど
で作る人工毛皮のこと。
鏡餅に欠かせない、○○○○色の「だいだい」。

解答欄 A B C D E F G H
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